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とが少なくない。初めて意識したのは、一九九一年にマニラで、 「豊島園」行きの都バスをみかけたときだった。そのときは、写真を撮れなかったが、強く印象 残っている。二〇〇二年以降、家電や自動車のリサイクルに関する研究を進めるなかで、中古品として先進国から途上国に渡っている製品についても、調査の対 としてきた。　
日本から輸出されている中古品としては、バス、
トラック、乗用車、電車 い た輸送機械やその部品、農機、工作機械、ミシン、編み機などの生産のための機械、繊維製品、テレビ 冷蔵庫、エアコン、ラジカセなどの家電製品、コンピュータ、携帯電話などのＩＴ機器などがあげられる。　
日本側の中古品の供給ルートは、いくつかの種類










層でも手が届く値段で売られて る。放送方式が一緒であったため大量に中古ブラウン管テレビが輸出されてきたフィリピンでは、初めて買ったテレビが日本からの中古品であるという家庭も少なくないだろう。輸入中古テレビを購入し家族が喜ぶ様子が、日本のテレビ番組でも放送されたりしている（例えば「素敵な宇宙船地球号」二〇〇八年七月） 。日本で使われていた中古品の評価は、総じて高い。共同研究を実施したフィリピン大学の先生は、ドア 多い冷蔵庫は、輸入中古品でしか手に入らないと言っていた。途上国では手に入らないモデルが中古品だと入手可能な場合がある。　
また、日本で使われていたことが、製品の信頼性










ンフラ整備のために中古建設機械はかかせないと述べていた。数年前、ベトナムで聞いた話では、輸入される建設機械一万一〇〇〇台のうち、新品は六〇〇台に過ぎないということだった。中古建設機械が途上国のインフラ建設を担っている。また、編み機やミシンなども、所得の向上につながっている。中古品は、技術 取得のきっかけとなっているケースもある。ベトナムで タビューしたＤＶＤプレーヤーの製造業者は、中古家電 輸入販売からはじめ、家電の修理技術の取得し、修理のための部品調達先として中国の とのつながりができた。その後、中国からの仕入れた新品の部品を使って、ＤＶＤプレーヤーを製造す ようになったという話だった。中古品の輸入・販売から、製 組み立 を行える企業に成長した例である。　
中古品は、国際的に取引され、利用されている一












いるバーゼル条約のもとで、中古家電と廃家電を区別するためのガイドラインを作る作業が始まっている。一方、中古品を分解し、修理・部品の入れ替え等を行って再組み立てした再製造品をめぐる貿易規制のあり方について、世界貿易機関（ＷＴＯ） 非農産品交渉の場で取り上げられている。このような交渉の場には、中古品の流通を担っ り、中古品を実際に途上国で使っている人の声は、なかなか届いていない。逆に、国際的な中古品の輸出入規制に関する議論は、中古品 輸出入業者やユーザーには届かない。研究者として 何ができるか 模索しているところである。
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（フィリピン・マニラ近郊、2007年2月）
日本語のシールが残ったまま販売されていたパソコン。
リースアップ品（マレーシア・マラッカ、2009年1月）
電圧の違いを調整するためにエアコンの部品を
入れ替えている
（カンボジア・プノンペン、2013年3月）
38アジ研ワールド・トレンド No.212 （2013. 5）
